
三宅地区における技術確定調査結果  

主幹作目  乳牛（草地の権地管理）   
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 塵菜改良課   

三宅村役場  

1．調東地区名  

三宅島、三宅村  

2，完筍査対象作自  

乳 牛（草地の維持管理）   

B，地区の概況  

位置及び自然条件   

三宅島ほ東京から南へ約1RO馳の伊豆七島の1二っであって周囲約a5馳、面徴約3．5随の富  

士火山帯上の火山島である。地勢はほは円形で南北にやや長く、島の中央陀姥山（843竹1）か  

あり、玄武岩異と塩基性溶岩と拠出物とわ互固から．たる碩式火山である。   

爆発はしはしほありノ、その都度流出した溶岩流は流動性に寓み海岸まで流出している。噴近ほ  

昭和15年7月、昭和8了年8月、東渾登より額発し、いまなお生々しい環観な呈している。   

亜熱帯忙近い気叙条件で冬温暖で夏もしのぎ易い。9．10月の台風期忙ほその洗礼をうける   

ことか多く、瞬間最大風速5nm／s な記斜し、降雨蔑も多いら   

昭和41年の気象は巽1三宅鳥療囲は栗色のとおりである。  

－84－   
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雲2．三宅島略図   



4．調査研究の突施計画   

（1）ヤ＝∃査地域として選定した理由  

三宅村でほ昭和88年逓悠り難島輿尊宅忙より造成した改良草地170h▼aな基盤として、   

熊幾な主幹作目とした幾等構造攻撃事項およぴ、これに閑適した苫環振興対策事業を柱として   

酷姐畏閑の施策かとられている。  

その一環として村営忙よる乳牛の共同放牧およぴ、三宅島濃業協同組合僧忙よる乳明子牛の   

初期共同育成を行なゥているが同事業はたんK同島豊潔の偉営構造改替佐資すろばかりでなく、  

都下における唯一の乳閂子牛育成地背として本土商籠家への藍所用来年堺絵地としての性格な  

もっている。   

き  しかし事業開始後、日の浅いことや、郡としてこのような大規模草地な挙がけた繚験かなく、   

また特異な気象条件下忙あるため、従釆の技術が、■そのままあてはまら7fいなど不明確な点が  

多い。   

セ）調査のねらい  

牧野造成も昭和畠2年匪で終了し、今後はj態成した牧野の維持管理が同車業運営の上で硯贋   

な項素とナごるので、通年昼夜放牧（三宅方式・）把対応した草地め維持管聖邑技術と、近い将究忙   

予想される更新蔭の指定をねらっで書】1t迂な実施する。   

（3）調奄期間  

臼僻ロヰ8年   

（射；掛野実施酎蘭  

調 査 事 項  
i；司  査  方  法   

昭和3日庄～42転まで造成生皮別陀呵査区を定め、牛弾か入ら  

草地の生僅      ように有刺嬢線で圃み、症間4回以上刈取法により藻草豊な調蚕し  

刀  欝尋 査  刀な判定すると同時陀施肥基準の設憩．牧車力、季節別生産濠等な  

する。  

まめ科8鴨頬、いね科19種類な幾筋育成所牧野（処女地）内托  

更新法の検討      し、現在の牧野がケンメタキー引フェスク優占草地であるから次回  

の際これな改香するための資料とする。   

－87－   



5．調 査 療 果   

（1）（1 表）  

昭利43年5月8日  

1  回   刈  

種  混在翠  草 丈   

2  同 刈    l  

ケンタブキ＝  70  ケンクッキー  nO  ヰ0  

‘B8年藍  

i  

0   60   

（47hカ  
オチャード   10   85   

ト  J  

ケンメサキー  ワ0  】  

3れ正監  

オチャード  80   75  7 0  ＄0   0   

ラ   ジ ノ   40   BO  ラ   ブ ノ   乏0   之0   
80  

l  

ケンメッキ→  90  liO ケゾクッキー ¢0  40  

40鑑監  
10   50  

（8711a）  

オチャード  10  40  オナヤード 

し  10     a5  0 F  BO  
ケンタブヰー   4。！ 8。  

5  50 0－  150  
41年匿 （35hヨ）  オチャード  

1（〉  

ラ ジノ   ・50   ・85  

0  1・SO   

ケンクらキー   85   

し0   

デジノ  ‖ l  

オチャード  40  
庸鑑  

ラ ジノ  ヰ5  CI打  

l  

（13ha）  
レ ツ ド  10  

ケンク▼キー  5  



4S  8．亀  4 a ． 1r）， 8  4回   
合計  

回  刈  ヰ  回  

「  「 毒l‾ ノ   草 丈  F一品  T当 生三草電  草  生許電                     種  混在翠  工事丈裸地  ‖   ‾㌻‾竜 生革電   

Kグ  

刈       a当  ケンクッキー  

0  

オチャード   詩                                                           「％珊 i ケンク，キーヨ90？5 ぎ lオチャード…108q    ％ 0  
； ケンタッキー  

O 90 0   

茎ケンタッキ 
・オ．チャード   

ケンクッキー  

0  7〔l  250   

‖ ！ラブノ105ら u 口  

‡ラジノ l   
1 オチャード   

l  

童  



（幻 二草地の語摺  

（ヰ8．5．8）  

草生は予備知識の貴眉＝りはるか托すぐれた牧野であるとの印条なうけた。この程鑑の堂塔   

力かあれは、管凰．利悶をうまくやることKより町成りの成果が期待できると考える。ただし   

全体として草花がケンタッキー単一であることが惜しまれるが、牧草の晶栗について論議する   

前隼このようた火山砂地符忙、、これだけの牧草か定蔚した事実ほ眉く釈佃しなけれほたらない0  

40年皮造成地にラジノの混声牽か勘、のは、根橋薗接種効果によるもので、まめ科の敬啓   

も比硬的容易であ■もと考えられる。このような地味の悪い土質忙ポいては、或る積層悠め糾の  

浪人は有効だと考えるか、過放牧気味忙隕地な利鞘する場合、まめ科単一草地にナ亡らたいtう   

混慧峯は供釆忙しなくてはならナご＼、。  

とのような観点から畠2鑑定造成地の現嘩点Kポける混在寒（窮1表）か今後どのよう忙変   

化するか鹿∈＝ノたい。  

（ホS．9 5）   

前回刈取（R／4）から約lカ月な好壬尿しているか、夏季における再生は喚調で夏祐現象ほ比   

比較的すくないように親祭した。  

牧童忙面する牧区は過放牧気味に利明され、現在え30頗が山頂に近い万の牧区忙放牧され   

ていた。不全据繁葦は特に自立たたかったか、オニ7ザミ、カラムシか閏分的に繁茂していた。   

ケンタッキーは元来晶栗が堅い牧賓であろから、竜的に満足できるなら、讃放牧陀利周して、   

追肥な多くやって、柔かい再生な利弔するのも′い、方法だと考える。  

（3）年増医用ける露草堂の′くラッキ（h a当）   



（4）年間総生産K対する各刈取回次毎の生産比峯  

刈  取■  月  日  
造 成 4E 匿  年間稔生硬  

43．  5．  8   ‘上 B．  8．  15   4 8． 8． 4   4 乱  10． 6   

昭和B8年   100％   2ろ．1％   色？．6％   80，8％   

a 9   1り 0   8 ワ．6   18．5％               20．？   31．0   BO．7   

屯0   10 0   a O．0   B 2．0   2 0，0   a8．D   

41   100  
1  

3 0. O / a 5．0   2 8．7   18．さ  

5月8日に第1回の刈取調査な実施し以f長40～60日の閻絹で苺勢な見なから都合4回の   

調糞な行なった。牧草の悠荒はおぶむね4～7月に戸、けて年間総生確の約70％を生滅するも   

のと－鮫に考えられているか、三宅島に溺いてはこの傾向lま認められザ、はは各回平均して生   

浸されている。  

三宅畠の気象表Kよると、平均気取20℃以上乃月か7月、8月、9月と8カ月もあること   

から当然官積現宣如iあられれるれけであらが、あまりこの現象か堰く出たい麻匡はして、ケン   

タッキーか比蜜的貫枯に・急いこと、或は今年はi溢当な間隔で時雨かあったこと、梅忙閏まれて   

いるため近の平三成か比較的残しい、凪が吹く、草地の標高か高い、霧がよく環るなど特異な気   

象条件下佗あることなどが肇えられる。  

t51鑑朋総蕉葦発と1ヨ1頭当りの瑛給蹟（試常）  

利   鞘  主旨  
貴成東疫   

放牧利明 而訳   1h笥当  50％   60％   70％   

tla   叩   t   

：〕8年  阜 0   a9．50（）   1800   850   780   91．0   

39年   3．   29，000   1015   507．5   809   ワ10．5   

40痙   乱5   ら5．000   875   ・も37．5   595   812．5   

ヰ1年   令 5   60．000   2．100   1．050  1．260   1．ヰ70   

1え勾三   ／ ！／718）．  ／  
計  1‘主5  5．2日O   乱6ヰ5  8．174   a．ワ08  



総生産 放牧頭数 平均鉦間1東当 1頚1日当  

利阻率50％の場合 乏．645t＋ら50  －10．580R一  之9．0Ⅹ9  
（800） （乱818） （え・し．2）  

8．174t＋250  ＝12．690晦  aヰ・8Kク  
（800） （10．580）（9‘8．iり  

孔8D3t－ 250 ＝1ヰ．812Kダ 4D・6Kダ  
（800）（12．843）（88．8）   

〝 ¢0％ 〝  

〝  70％ 〟  

最終年鹿追成地は未だ利鞘するまで忙至っていナこい。41年医造成触ま利伺碍始後日か浸   

いため、それ以前のものと比較すると、単位面積当りの生熟ま新王倍に当り、たX＝ト8怨中   

の総生硬の約ヰ0％な占めているから、これは今後の利明計画にあたっては平盤鑑の収凍（   

ha当80t）に勝正して考える必項があるが、42鹿政道成飽か生産に加わるよ■ぅ忙なれ   

ば現在程度の姓覆は維持できそうである。   

試算の上では貯蔵にまわす余裕はなく、冬期聞（11～2）4カ月ほ侵少限の外部九ゝらの   

補給な考膚する必肇かあろ。   

（6）追 肥 設 計  

イネ科牧草単堵の場合（鞄／10去）  

目 標  開  ん  地  

収境  N   
㌔05   KBO   

成分吸収桑   20   5   8 0  

天然供給境   5   4   8 0  

5．000  補冶必肇遼   15   1   1（】  

肥料の吸収剤開率％   （60）   （10）   （7 0）  

施  肥  麗   2・も   10   1亀  



三宅草地K柘ける追肥の契感（K9／10a）  

∴N－   ■㌔05   K包0   精  要   

必   要   燕  14．鴎   10．0   8．4   開墾地、いね科主体   

開墾地、いね科主体、目標  
追  肥   B．0   a．0   2．4  

収境3．000k／10a  

体竃250～800kl日1頭  
肥   ・L．4   1．7   2．2  

排せつ慈20k（糞16k尻4  

k）B50頗385日月  

不 足 分  一一7，0   「5▼＄   －8．8   

㈲   （ヰ8・9・5調査）   

＼  種  頼   草■丈   判定  刈取月日と収竜三   
バノーーサン（コソモソ）   X  

2   ルーサγ（トリホイル）  ウ仰  C  
ま め   ラ  ブ  A   牧牛侵 

サ  
ノ  11）  

ド  18  A   奄不能  
科   4   レ．  ム   ノ  ン  X   

茸  6   7   刀′   サ   イ  ク  X  

7   ケ   ン   ラ   ン  之0  B  

8   示  ワ  イ  ト  Ⅹ  
9   ロ  ＿ズ  75  A  00g   

10   ト  オ  ル オ  － ト   8 5   0  

11   ケンク ッキーブリ ユー   15   C  

12   ケン′ク ッ キー  31   4 0   B  

し、  レ タ ドクリ ー ビニ／タ  18   C  

14・   ヒ  ヤ   之 0   A  

ね  チ  モ  シ  ー   18   0  

1＄   H  ラ  イ   15   C   

17   ウ イ ビ ン グ ラ   グ  4 0   A  

科                   18   リ ー ド．カ ナリ  ー   8 2   C   

19   ノミ   ミ   ュ   ー  ダ  17  C  

牧  レ   ニ   7  ル  Ⅹ  
21   イ   ク  リ   了  ノ  X  

22   ス ム ー ス ブ ロ ー ム  2ワ  C  

2B   オ   チ   ャ   ー  ド  15   C  

24   レ  タ  ト  ト  ッ   ブ  15   C  

95   ハ イ ラ ン ド ペ ソ  ト   15   C  

象8   ダ  リ  ス  4 5   A  

2ワ   イクリ7ソ（こ＝・こ1－ジヤ）  Ⅹ   

収境2竹ヂ   摘   

入   客土（根魔  

越冬性な現  

発芽不良で   

播種ヰ8年5月6日 1区－2㌦ 施肥化成1号ヰO k／10a  
判定 A‥・・‥僕  B…… 有望  C…… 恵三膚  X……見込ないもの  

－98－   



（7）草地の観察  

（44㌧＋2．包5）  

内地忙部ける牧草の冬枯期（最も筆勢の悪い時期）一に該当するが、寒暑もみられず、比餞的  

脛調把生育l．ている。これⅠま為忙おける冬期礪の平均気温が10℃もあり、牧草の活動が開始  

される5℃な上担っているため、冬期開化おいても緩慢ではあるか、生長な続けているためで  

あるへ  

二草丈は1d～15（Ⅶで刈取調査をするまでに至っていないか、放牧で利喝すろなら、10a  

当g O O勒程度の生産があるものと観察した。  

周 品種別試作牧葺の越冬と生育扶況  

4S盗り月5日の調査で成績のよいものかり、A．！う．C．Xと一応格付けを行1ゥたか、越   

冬后の調査忙より一都変■更なみた。   

A．……ラジノクローバ・一、レザドクローバー、ケンランドクロミー、ケンタッキー、グリスグ  

ラス、イクリフ・ソ（ニュN、ノヤイ7ソヅ）  

マメ季牧草lカ＝禁酒蔑接種な行えば、良く冠雪すること【ま既忙実証言芹みであるか、イネ科牧謹で、   

ケンクッキ・・－、オチャードに次ぐ有望な候補として、ロ…－ズグラス、パヒアクラス、グリスタラ∴   

ス忙任ヨしたが、嗣二者はぺミさ忙対する抵抗性に欠けるため、ダリスタラスを東新の捺の混措置   

電として加えたいとこ考える。イクリ‾′ソ（ニ土－ジャイアンツ）も倭めて隠調忙鑓讃しているか、   

一血生であるため、混指葦榔て加えることはさしひかえたい。なお、今回の調麓だけでは不充分  

であるから兵忙読解なつゞけて、敬治選択し、克明の際の参考とされるよう堰望する。   

（8）葦溺査研究結果の総括  

0 貢地の牧養プ〕  

5月～10月忙零けるl取量訴盃の績果はp7～8のとおりで盲三期においては250豆ヨ放牧  

め喝合1覇1日当り盲oKグ矧鹿の腎葦ほ一応首足俣できるものと考えるか、冬期間忙おいては  

放牧現数を150頸忙しはっても1頭1日当20託クな目傾として約Bケ月分の生産が鞘一杯  

で、あとの已ケ月分の不足は外部から福治しなくてはならない。  

0 葦他の維持管理  

一般lて認地七維持管理する埼合より茜位生産セ日指すのが督通の考え方であるが、縄位生  

徒貴地で草生な維持する占めには生醍忙見合った適切履利鞘体系と、それな実行する努刀が  

必喫とされる。   



ぷFトら、牧汚の再生忙二詰もよい将JJi把利鞘な終ると言う導線な事柄であるか、天候、労力、  

余甜女菩の処難色ノコなとから確捕忙実施され＝ンゝた．く、従ってご闇、［ヨ花、倍化残食草の帯   

三tつけ要カニ原発で、王q軋 採光が不良とヤり、株いたみや欠課が碓声†Lをてつながり邦地iよ急  

遷托荒靡することlて中予．。   

草地の汚切尤利苗げ、放牧、戌iエ放校票数のて鬼瓦 だけでは幽存であるため、謁位生符葺  

池ほ主として胃管苛（貯祷、加エ）低位生笹：〈エ出い、注亨孟の近いもの）ほ放牧洞に放い分けし   

ていることは、菩三豊の護持呵長な薫く保持するための手段托外たらたい。このようナ【草から   

牧野菅q花蔑の大半は「二雪洞把利印する」ことであるとも言える。   

0 三宅1す：笠一牧野の特色と今后の覗扱い   

零三初陀三宅村増収野の生産プ］向上の年給姓であるが、餞忘1亡から、土壌兼件や立通条件か  

らしで．化学肥料だけでこれ以上生産な仲はすことは国夫簑であると判断する。   

又所謂低位生徴罪地であった巻iと、やゝ払底の放牧のな芋れた事どユあって、不食渦繁茸や   

残葦による蕾他の先取も’，ぐく鷺茸処整詑刀な撞たない三宅村′㌶■牧管にとっては、むしろ放でつ   

れた型であった。従って碓葦化もなく、植生も良く慄たれているので適切な肥培琶貢翌がなさ－、  

れるならば、今后敦』三は．．現況キ維持できろものと考える。  

次忙三宅偽苛有の硯数であるか、牧ぶの更枯かすくないため、季節的にかたよる事たく分   

散しで平均に牧牒か生産さ九ていることは放牧地として牽過・亡あるたど見逃すことのできな  

い利点な備えている。従って今后の如こ冤痕する方向としてほ、雨僧牧野の入牧頭数は現状  

箱庭に制限し、一定の月今に達したちのから山を下し、露盤炭界特別事業に上る′ト団地葦地  

改良事業額による星山の開発と結びつけるようにすれは育成后朗のタ司葦管理もきめ描かたも  

のにたると二号えられる。   

○ 追  肥  

追肥lも年間10a当り化成1号（15．15．12）なB（川亙施拝しているが、天然供給境、   

茂尻還元智考慮に入れても不足で、隠小牧現行のa倍斗か必ヤ丘である（pl＄）。  

0：風牢屋夜放牧  

この方法は暖地に溺いて、季瑠漉よって夫々異なる復良野確か交互忙生産されるような喝   

合托町純なことであって、所謂北方剋牧持な主とした改良葦地Kおいては冬期間の生産がす   

くないので、改良葦地と冒然草地（煉）か同一牧区内忙含まれるよう区則するか、別に冒然   

林地を区軸して補助的忙利用するなど一工夫したい。   

0 定薪について  

一95－   



牧野の更新には策大な労刀と資材か必項で容易托考えてIまならない。このような劣悪土壌  

K牧澤が生えついた（電着した）ことは、一部兇符の構成や、生僅刀など不満な点はあろう  

か、大きな意義があら、大成功だったといえる。   

今后はこれら徴葦な保護すること忙より、肥料成分の流亡な防止し、下界から運搬するこ  

とのできない有機質（発と牧葦恨）身元分苗併し、地方な培普しつゝ、更新忙備えることか  

将来忙良い培果をもたらすものといえる。  

一08－－1・   


